
第 10回 運営委員会議事録 

平成 30 年 3 月 15 日 

中間西校区まちづくり協議会 会長 石田 輝男 

 

 

 

 

 

①  来年度防災・避難訓練について 

事務局：前回の運営委員会で 6 月希望とのこと。学校との協議で 6 月 16 日(土)で、どうか。そうなると、 

    プール開き前の草刈り除草が 1 週前では連続になるので２週前の 6 月 2 日(土)となるが、どうか。 

委 員：異議なし。 

事務局：草刈り除草は 6 月 2 日(土)、防災避難訓練は 6 月 16 日(土)で決定。 

 

②  各自治会一斉清掃について 

事務局：毎年、3 月に西校区一斉清掃を行っている。各自治会の都合の良い日にお願いしたい。 

 お手数ですが、写真の提供をお願いする。 

委 員：写真は１枚でいいのか。 

事務局：できたら、清掃中、清掃後の集合写真をお願いしたい。各自治会にお任せする。 

 

③  その他 

事務局：西校区内自治会の世帯統計表を配布している。1 年間の数字が出た。大辻は年間通して、65 歳以 

    上の高齢化率は 1.7％さがっているが、他の自治会では、0.9％から 1.7％の上昇となっており、西 

    校区全体では 0.７％の増加となった。また、各校区まち協の予定表を配布している。 

学 校：3 月 3 日(土)に、通学安全協力員さんにお越しいただき｢6 年生を送る会｣をさせていただきました。 

 本年度は大きな交通事故等も無く元気に登校させていただき、ありがとうございました。寒い中、 

        雨の中立っていただいて、おかげで子どもたちもなんとか 1 年間無事に学校生活を送ることがで 

        き感謝申し上げます。今年度の学校評価ということで前回アンケートをとらせていただきました。 

        それの結果を報告させていただきます。結果の｢自己評価｣というのが教職員たちの評価です。自 

    分たちの方が厳しくつけているかなと思うところもあります。ただ、一歩外に出るとなかなか挨 

    拶とか言葉遣いとかいう基本的な所がまだまだと思いますので来年度も引き続きそういうところ 

    については学校の中でも指導を行っていきたいと考えています。一年間いろいろお世話になりま 

    した。また来年も引き続き宜しくお願いいします。 

行 政：避難訓練ですが、6 月 16 日梅雨に入ってると思いますので、本当に大雨警報とかが出る可能性が 

    あるので、その時は我々も役所の方で待機というかっこうになると思いますので訓練は参加でき 

    ないかもしれません。だいたい 6 月の第 1 週目ぐらいに梅雨に入ります。そして、南校区のまち 

    協が 5 月 27 日、北校区も 5 月後半ぐらいにやりたいとのことです。比較的に 6 月の前半梅雨に 

    入っても雨が降らないことが多いですね。1 番気を付けないといけないのが 7 月の 3 連休ぐらい 

    梅雨末期が一番危ないですね。梅雨には入りますけど大事にはいたらないとは思います。 

会議日 平成 30 年 3 月 7 日 出席者 

石田会長、佐々木副会長、堀監事、森本会計、佐藤事務局長、中野事務局員 

澤田自治会長、石田弥生自治会長、高島自治会長、大野木自治会長、毛利校長、織田教頭 

南中 PTA 森永様、石井課長、清水係長、世良係長、橋本職員、原職員、藤井職員、佐伯職員 



 

事務局：6 月に入って、雨が降って梅雨入りとなり、その後すぐに梅雨の中休みになる傾向があるので 

    6 月 16 日は、ぎりぎりセーフではないか。 

行 政：それと、事務局の方から 65 歳以上の高齢化率の話がありましたが、各自治会一人暮らしの高齢者 

    の方ってどれくらいの数おられますか。10 人単位なのか 100 人単位なのか。今、南校区で、行事 

    予定表にもありますが、｢おひとり様のつどい｣というのをやっています。これは、一人暮らしの 

    人たちが、まち協や公民館に集まり、介護保険課から耳寄りなニュースを話してもらったり、配 

    食サービスや、緊急通報システム、安全キットの無料配布などのお知らせの後、ビンゴ大会とか 

    をやっています。見守りで、そういう方たちの家に行くのではなく、来ていただいて話しを聞い 

    ていただきゲームをして帰っていただく。2・3 時間楽しいことをすれば、そういう方たちも外に 

    出る機会ができるのかと思います。 

会 長：池田もやっている。対象者が 12 人程度か。付き添いがいるとか言って、ほとんどなかなか歩いて 

    こらない。現実は厳しい。顔を合わせるのがだんだん年々減ってきている。 

行 政：自宅にこもりっきりですか。 

会 長：だいたい 80％ぐらいは出てこられている。 

行 政：まち協では遠い所もあるので、公民館単位であってもいいと思います。そういうことも市の方と 

    しても対処できますので、ご相談いただければと思います。 

事務局：一人暮らしの情報は提供できるのか。 

行 政：自治会長さんには住民台帳をお渡ししてるので、会長さんはご存知だと。住民台帳というのは世 

    帯分離してる場合は、一人ひとり一世帯でカウントしてしまうので、あまりあてにならない部分 

    があります。その部分は自治会長さんや、民生委員さんの方がご存じの場合も多いと思います。 

委 員：民生委員さんと相談しないとうまくいかないと思います。入院されてる方は把握できない。 

行 政：何もなくていきなり家を訪ねて行くというのは難しいと思います。まちづくり協議会で敬老会、 

    ひとり暮らしの人を対象に催し物をやるので来ませんかみたいな形で訪ねて行って安否を確認す 

    るっていう方法もあるのかもしれません。 

委 員：自治会に入ってる人はそれが出来るが、一人暮らしの人は意外と自治会から脱退される方が多い。 

    私どもの所では、ドアが開いたままで人がいない。泥棒が入るかもしれないと周りで騒いでいた 

    ら一人暮らしの方がその日入院されたというのに誰も知らなかった。そういう事案もある。そう 

    いったところをどうやって把握するかが、自治会に入ってればある程度わかるが入ってない人は 

    特に難しい。 

行 政：それは組長とかの役員ができないから抜けるということですか。 

委 員：そうです。私どものところでは組で状態が違う。古くから住まわれている組では、高齢化率の数 

    字以上に多く、8 割以上が 70 以上の高齢です。そいうところも自治会で目を通していこうと画策 

    している。いい方向に行けるように検討したい。 

行 政：中間市は県内で 2 番目に高齢化率が高い。その中で我々としても介護保険課といろいろ話しなが 

    ら高齢化対策・孤独死防止とかそういうのを考えていかないといけないと検討をしています。自 

    治会に入ってる方は声掛けしていただいますが、委員が言われるように自治会に入ってない方を 

    どういう風にしていくかっていうことも行政の方でも考えなくてはいけないなと思います。ただ、 

    そういう方たちに来てもらって食事を出したりと、楽しく帰ってもらってまた次も来たいなとい 

    うようなそういう企画ができないかなということを常に介護保険課と話しています。 



委 員：亡くなった人がおられて以前は自治会に入っておられたが入院して自治会を止めた。自治会長に 

    なって一人暮らしの方には組長さんと｢何かあったら知らせてくれ｣と、あいさつに行っている。 

    見守り隊という形では行っていないが、日曜日に婦人部でラジオ体操をして、公民館の掃除、廃 

    品回収などを行い、その後婦人部会で集まっているが、年配の方が多い。輪を広げるには、その 

    年の組長さんには参加を募っている。そういう形で広めていきたい。 

行 政：いい方法があれば、拡大していただいて、いつも来ている人が来ないと、孤独死防止につながる 

    かもしれない。集まる日がラジオ体操とか、廃品回収とかキッカケがあればいいかと思います。 

事務局：まち協の事業として、各公民館を借りれないのか。 

委 員：公民館の使用制限がある。自治会が主体に参加すればいい。一人暮らしのところを主体に声をか 

    けて回っているが、足が悪く坂が多く移動が大変だということが多い。とりあえず声を掛けて約 

    20 名集まろうとしている。65 歳以上の独居のところをターゲットに声掛けをしていて、そういう 

    こともやろうとはしているが、難しいかもしれない。  

行 政：介護保険課から、安全安心キットっていうのを無料で配布している。筒の中に緊急連絡先とかを 

    書いていただいて、丸めて筒の中に入れて冷蔵庫の中に入れておくと、消防隊員はマークが入っ 

    ているところは冷蔵庫に緊急連絡先があるとういのはみんな知っている。緊急隊がかけつけた時 

    にはそのマークがあったら冷蔵庫の中を見て緊急連絡先とかを全部把握するようになっているの 

    で独居の方へ訪ねて行くときに緊急キット無料配布の話しをきっかけに訪ねていってもらっても 

    いいのかなと思います。 

委 員：問題なのが、以前、テレビの音が大音量で隣の家がうるさいぐらいの音量で流れてるけど返事が 

    ない。ドアをたたいても返事がない。おかしいねと訪ねても、全部カギがかかってる。連絡のし 

    ようもない。我々は入れないので、市に連絡とって家族に連絡とってもらったら中で倒れていた。 

    緊急搬送で、そのまま入院になった事例もある。安全上、鍵をかけてそのまま倒れられるとどう 

    しようもない。冷蔵庫の中に入ってても開けられない。 

行 政：緊急隊とかは窓を割って入ることができる。 

委 員：私たちは入れない。また、普通の若い人の家庭でもドアが開いている、開けっ放しで誰もいない。 

    しょうがないからっていって警察に連絡とって警察立ち合いのもとで中に入ったらお出かけされ 

    ててドアがあけっぱなしだったということもある。いろんなこと想定しなきゃいけない。ただ年 

    寄りは、鍵をかけられるかた結構多いと思うので、そういう時にどうするかということも考えて 

    おかなきゃいけない。民生委員さんも入ることができないので、緊急連絡先とかいう情報を民生 

    委員さんにも共有する必要があるかもしれない。 

事務局：今後の日程。4 月の運営委員会 が 4 月 4 日(水)。5 月の 総会が第一水曜日は 5 月 2 日だが、 

    9 日（水）でどうか。 

委 員：異議なし。 

 

平成 30 年度 第 1 回運営委員会日時は 4 月 4 日（水）19：30～  

平成 30 年度 総会日時は 5 月 9 日（水）※時間はまだ未定です                         

 

（TEL）093-982-8140（FAX）093-982-8141 


